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第１章 郡上市の疾病特徴や被保険者の健康状態の現状と課題 

1 郡上市の特徴（様式６－１）  
  郡上市の総人口は、平成１８年１０月現在で４７，４９５人 高齢化率は３０．

０％と高齢化が進み、国や県と比較しても高率となっている。  
死亡の状況をみると、第１位から第５位までは全国、県と同様であり、悪性新生

物、脳血管疾患、心疾患で死因の６０～７０％を占めている。  
  障害の状況をみると、介護保険第２号被保険者（６５歳未満）で脳血管疾患４０

人、糖尿病合併症２人である。国が予防可能と言っている脳血管疾患と糖尿病は受

給者６２人のうち４２人（６７．７％）である。原因疾患の初老期における認知症

で、要介護３・４・５の重度認定者の割合が高い。  
  健診・保健指導により、予防可能な疾患での介護保険受給者の減少を目指す必要

がある。  
 
２ 国民健康保険の特徴  

(1) レセプト１件当たり２００万円を超えた疾病の状況  表３  
平成１７年１０月から平成１８年９月までの間における１ヵ月２００万円以上

のレセプト４３件（実人数３８人）老人除く状況をみてみると、虚血性心疾患５

件、脳血管疾患５件、大動脈疾患３件、生活習慣病が起因すると考えられる疾患

が被保険者数で３１．５％、件数は３４．９％であった。また、変形性股関節症

や腰部脊柱管狭窄症などの筋骨格系の疾病も多くみられる。  
(2) 人工透析患者の状況 （平成１８年１０月１日現在：老人を除く）   表４  

人工透析治療を必要とする慢性腎不全は継続して医療費が高額となる。年間の

医療費総額は個人差はあるが、約 4,600,000 円程度となる。平成 18 年度は 3 名
が新規に人工透析をはじめた。  

(3) 医療費の総額で高い割合を占める疾病の状況 （平成 17 年 5 月診療分） 表６  
医療費総額は、循環器系、新生物の疾患の割合が高く、全体で約５割近くを占

めている。７５歳以上にあっては、循環器系疾患のみで４４ .７１％もの割合を占
めている。岐阜県全体においても同様の状況であるが、郡上市の特徴として精神

及び行動の障害の割合が高く、７５歳未満においては２位、全体で３位の割合を

占めている。しかし、岐阜県全体の割合では９位とあるため、生活習慣病予防に

重点をおきながら、精神及び行動の障害疾患の削減も考える必要がある。  
(1) 6 ヵ月以上入院となっている疾病の状況  

（平成１７年９月診療分：老人を除く）  表７  
     ６ヵ月以上の入院者は１１４件、そのうち精神疾患入院数は９９件（８６．８％）、

１ヶ月の１件当たりの平均費用額は３５８，２５５円である。精神疾患は、今回

の医療制度改革の予防対象ではないが、長期化による費用負担や生活習慣病の重

なり、患者のＱＯＬの面からみても福祉部門等関係者との連携により、医療費の

適正化の観点からその対応について検討していく必要がある。  
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３．生活習慣病の治療状況  （レセプト分析平成 18 年 5 月診療分）  
(1)  生活習慣病全体の治療状況（様式３－１）  

     国保保険者１４，５８２人のうち２，７２２人、全体の１８．７％が生活習慣
病の治療を受けている。この割合は、受診実人数６，２７２人の４３．４％を占

めている。年代別に見てみると、４０歳代から生活習慣病治療者が増加し、５０

歳代では男性の５３．０％、女性の４１．６％が治療を受けている。予防を重視

した取り組みが医療保険者に求められることから、生活習慣病の発症が増加する

４０歳代、５０歳代以前の若年層に対する生活習慣病の予防が重要となってくる。 
(2) 糖尿病の治療状況（様式３－２）  

糖尿病治療者は男性４６２人（１５．８％）、女性３２８人（９．８％）で男性

の治療者の割合が多い。糖尿病治療者のうち脳血管疾患があるものは８．５％、

虚血性心疾患があるものは１２．８％、高血圧がある者は５５．７％であった。

男性は女性よりその占める割合が高い。  
(3) 高血圧の治療状況（様式３－３）  

高血圧治療者のうち、糖尿病との重なりをみると、男性２４．９％、女性１６．

２％、総数２０．４％と各年齢において約２０％の合併率である。  
(4) 虚血心疾患の治療状況（様式３－４）  

虚血性心疾患の治療状況をみると、男性７．２％、女性５．８％と男性の方が

多い。高血圧との重なりは男性６０．５％、女性５１．８％、糖尿病については、

男性３１．０％、女性１８．７％と男性の虚血性心疾患では糖尿病との重なりが

高率である。  
(5) 脳血管疾患の治療状況（様式３－５）  

脳血管疾患の治療状況をみると、高血圧の重なりは男性６６．０％、女性６０．

７％、糖尿病は男性２０．４％、女性１１．３％と男性の方が多い。脳血管疾患

の高血圧、糖尿病との重なりは男性が４０歳代から女性は５０～６０歳代からみ

られる。４０歳代の早い時期から血圧、血糖のリスクの重なりを減らすことが、

脳梗塞等の予防、介護予防につながると考えられる。  
(6) 人工透析の治療状況（様式３－６）  

人工透析の治療状況をみると、高血圧の重なり男性６２．５％、女性１００％、

糖尿病は男性３７．５％、女性０％であった。血圧の管理に合わせて特に男性に

ついては糖尿病との合併があることから血糖異常者については、コントロール支

援を行うことが必要である。  
 

以上、生活習慣病等の治療から健診データの血圧値、血糖値に着目し、糖尿病

予防、虚血性心疾患予防、脳血管疾患予防、人工透析予防の視点をもって、対象

者の優先度を決め早期介入を行っていく必要がある。  
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